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　JA成田市の事業所・支所等の紹介、第５回目は農業生産者には一番身近な営農指導課です。
　営農指導課の外務員はＴ

タック
ＡＣと呼ばれ、「農協の事業内容は」と問われた時に多くの人が

イメージする営農についてのアドバイスや、米集荷・検査などを行っています。その他に
は生産者宅に伺ってお米の出荷予約や契約、肥料農薬の予約注文・配送、資材の受注・配
送なども行っていて、営農に関する様々な相談を受けて一緒に解決策を探す頼もしい存在
です。また、食育教育の一環として「稲作り体験教室」を開催して（本年度は新型コロナ
ウイルスの為中止）、地域の方々の農業体験へ案内・指導する役割もしています。更にJA成
田市青壮年部と連携して様々なイベント参加や講習会などを開催しており、成田市産業ま
つりなどのイベントで販売しているお餅は好評をいただいております。
　営農指導課の名輪課長は「営農指導課は、生産者の皆様の所得向上を第一に考え活動し
ています。施肥設計のアドバイス、病害虫の防除指導などを行い、一俵でも多く収穫をし
ていただき、出荷をしていただけるようにお役立ちさせていただきます」と語っていました。

営農指導課

JA成田市の事業紹介

事務方の仕事も大切です フォークリフトの操作は安全第一です
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名輪営農指導課長

北﨑係長

鈴木担当

日暮課長代理

栗原担当

根本担当

石井（勝）課長代理

中野担当

石井（寿）担当

長谷川係長

石井（克）係長

岩井担当

牧谷担当

稲作り体験教室の様子（令和元年９月）

新規就農者研修の様子（令和元年７月）

米
検
査
の
様
子
（
令
和
２
年
８
月
）

成田市産業まつりでのもちつきも行っています（令和元年11月）

われら営農指導課職員です。営農のことは何でもお任せください！！
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　栗原組合長、幡谷専務、鈴木常務、山田営農部長は藤﨑市議会議員と同行して成田市役
所を訪れ、「加工用米補助金増額」の要望書を小泉成田市長に提出しました。
　主食用米の民間在庫が多くなると米価が下がることから、対策として加工用米への切り
替えを推進し、主食用米の価格安定と生産者の所得向上、地域農業を守るためです。また、
新型コロナウイルスで落ち込んだ農産物生産品目の支援や食料自給率の向上、農業を魅力
ある産業とするための要望書でもあります。
　藤﨑議員は「農業には農業用機械等の大きなコストがかかり、また後継者不足等により
現場は疲弊しています。成田の農業を支えるためにもお願いします」と語っていました。
　栗原組合長は「目の前の課題に対して、一方的に発言するだけでなく共通のテーブルを
囲み訴えていくなど、地道なことを積上げていくことが大切です。地域と共に農業も発展
させ魅力ある産業にするための支えになりたい」と語っていました。

　「読者のおたより」に投稿
を頂いている鈴木春江様から
「生前、父が絵を『みのり』
に掲載したい」という話をし
ていたとご相談があり、今回
宍倉美津男様が描いた「おし
ん」を掲載いたします。
　絵が好きで、農業や落花生
の検査員の仕事の合間に何枚
も描かれたうちの１枚です。

成田市に加工用米補助金増額の要望書を提出

水　彩　画

T O P I C S

要望書を手渡す栗原組合長と
受け取る小泉市長

（撮影の為マスクを外しています）

参加者総勢（左より）成毛農政課長、五十嵐経済部長、幡谷専務、小泉市長、
栗原組合長、鈴木常務、山田営農部長、藤崎議員

（撮影の為マスクを外しています）

11月10日
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　令和２年度成田市農産物共進会表彰式が成田国際文化会館の小ホー
ルで行われ、各賞が表彰される中、成田市農業協同組合代表理事組合
長賞として成田市大室の高𣘺延枝様の青首大根（福ほまれ）が選ばれ
ました。管内の特別賞受賞者は下記の通りになります。

　営農指導課は、今年開催予定でしたが新型コロナウイルス感
染症拡大防止の為、中止となった「稲作り体験教室」に参加応
募頂いた28家族に対して、開催予定地で収穫された新米のコシ
ヒカリ（５㎏）を贈呈しました。
　今年は全行程開催できませんでしたが、途中開催できるよう
に開催予定地では苗作りから田植え、中間管理、稲刈りを行い、
精米したものになります。
　営農指導課の中野担当は「今年は残念でしたが、来年の開催
に向けて準備を進めています。今年応募いただいた方々には、
次回の参加をお待ちしています。自分の手で育てたお米は、何
よりも美味しいと感じていただきたいです」と語っていました。
　お米を受け取った参加者からは「稲作りのイベントが出来な
いのは理解していましたが、新米を送っていただき感激しまし
た。来年度コロナが落ち着いて体験教室が開催できることを心
より祈っています」というメールもいただきました。
　来年の開催につきましては、状況をみながら文書やJA成田
市のホームページ等でお知らせします。

成田市農産物共進会表彰式が開催される

稲作り体験教室参加予定者へ新米を贈呈

T O P I C S

成田市農業協同組合
代表理事組合長賞を
受賞した青首大根

収獲したお米を手にする営農指導課
の中野担当

（撮影の為マスクを外しています）

11月14日

10月26日

賞　　　　名 受賞品目 氏　名 住所
成田市長賞 人参（ライム） 北﨑小波 芝
成田市議会経済環境常任委員会長賞 大根（福天下） 中野和夫 芝
印旛地域農林業振興普及協議会長賞 中生姜 髙仲　晃 大清水
成田市農業委員会長賞 キュウリ 蕨　キヨ 八代
成田市農業協同組合代表理事組合長賞 青首大根（福ほまれ）高𣘺延枝 大室
成田市農業協同組合園芸部長賞 甘藷（紅はるか） 根本照男 大室
千葉県農業共済組合長理事賞 はやとうり 海方政男 芝
成田商工会議所会頭賞 みかん 伊藤達男 畑ヶ田
一般社団法人　成田市観光協会長賞 キウイフルーツ 及川広樹 十余三
成田用水土地改良区理事長賞 キャベツ 黒田長成 野毛平
成田国際空港株式会社代表取締役社長賞 柿（次郎） 髙仲　誠 大清水

（敬省略）
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10月24日

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開
催を見合わせていた年金相談会が、７月、11月
は本所で、10月には酒々井支所で開催されまし
た。
　本所には７月に10件、11月は５件、酒々井支
所には７件の相談があり、社会保険労務士が受
給に向けての手続きのポイントなどをアドバイ
スをしていました。
　JA成田市では、皆様の大切な年金の受給試
算や受け取り方などの相談を受け付けています。また、お受取り手続きの代行サービスを
しておりますので、公的年金で疑問や不安がある方は、各支所の窓口、または金融渉外担
当者にお声がけ下さい。

年金相談会が再開される
T O P I C S

成田市本城　葛生

　

〜今月の表紙〜 スマイルキッズ

　今月の表紙は遠山地区の葛生雪野ちゃん、美琴ちゃんの
姉妹です。
　雪野ちゃんはお絵かきが大好きで、美琴ちゃんはそのお
姉ちゃんの真似を一所懸命しています。食べ物の好き嫌い
はない姉妹で、雪野ちゃんはオムライスが、美琴ちゃんは
家で取れるみかんが大好きです。
　とにかく元気な姉妹で、休みの日はお買い物やバドミン
トン、公園のウオーキングなど体を動かすことをしていま
す。また、雪野ちゃんはお手伝いをするようになりました。
　ご両親は「素直で明るい、思いやりのある子に育って欲
しい」と語っていました。

【 父 】直明さん　　　 　【 母 】綾野さん
【祖父】栗原健一さん　　【祖母】栗原三枝子さん

（左手前から）葛生美琴ちゃん、綾野さん、
栗原三枝子さん、

（右から）葛生直明さん、雪野ちゃん、
愛犬のレオナルドちゃん

雪
ゆき
野
の
ちゃん（4歳）

美
み
琴
こと
ちゃん（2歳）

　令和３年度より各支所にて定期的に開催されていた年金相談会の代わりに、事前
予約での随時対応とする年金相談に変更させていただきます。年金に関するご相談
は各支所または金融渉外担当者へご連絡下さい。

♦　お　知　ら　せ　♦
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水稲
情報

【お問合せ】営農指導課　石
いし

井
い

　勝
かつ

祐
ひろ

　TEL.0476（22）6717

●農林水産省が発表した令和2年10月15日現在の作況指数

　今年は、４月中旬頃に植えた品種は、天候不良の影響を受け、初期生育の遅れが発生し、
茎数の確保等、その後の生育、収量に大きく影響を受けました。次年度に向けて、対策を
しっかり取りましょう。

●本年度の気象の特徴から水稲の生育の影響

本年度の水稲を振り返って

次年度に向けて

千葉県全体 京葉地区（当地区） 九十九里地区 南房総地区
99（537㎏／10ａ） 100（522㎏／10ａ） 99（557㎏／10ａ） 97（508㎏／10ａ）

４月中旬の低温、
強風、日照不足

活着と生育の遅れ
特に「ふさおとめ」
で影響大。

●茎数不足による
　収量減。
　特に「ふさおとめ」。

●倒伏の発生。

●登熟不良。

５月下旬から
６月中旬の高温 草丈が伸びる。

７月（梅雨）の
低温や日照不足

中干しが不十分。
登熟の遅れ。

●健苗育苗に努めましょう。
　　移植後、できるだけ早く根が活着できるように、健苗育苗に努めましょう。
　　また、老化苗も活着が遅れる大きな要因です。注意しましょう。

●水管理は、深水と浅水を状況に応じて管理しましょう。
　�　植え付け後、７日程度はやや深水（水没しない程度、3～4㎝）で管理し、低温や強
風から苗を守ります。
　�　その後、根が活着したら浅水（２～３㎝）で管理し、水温や地温を上げ、発根、分
げつを促進し、茎数を確保します。
　　また、低温が予想される場合は深水にして苗を守りましょう。
●初中期除草剤の薬害防止に努めましょう。
　　代かきを丁寧に行い、田面を均平にし、薬害の防止に努めましょう。
　　また、土戻りの悪い圃場では、田植え同時処理は、避けましょう。
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園芸
情報

　病害は多湿の条件を好むので、長い降雨の前後には防除が必要です。また夜間にもや・
霧が発生すると同じく多発の原因となります。降雨前には予防効果、降雨後は治療効果を
持つ薬剤を使用しましょう。

（１）黒斑病
　葉身に輪紋状の病斑が発生します。台風・降雨のほか、草勢が低下しても発生しやすい
ため、肥料切れ等に注意しましょう

（２）べと病
　葉身が黄色くぼやけ、灰暗色～茶褐色のカビがみられます。やがて被害部から葉が折れ
てしまいます。水により蔓延するので降雨、モヤ、霧の後に発生しやすいです。

　菌核病は外葉（下葉）がしおれ、葉の軸を伝って株元までがやわらくなり、白いカビが
発生します。２月以降になると結球部まで被害が進みます。秋季に防除を行いましょう。

ネ　ギ〔黒斑病・べと病〕

キャベツ〔べと病・菌核病〕

【本文のお問合せ】園芸課　山
やま

田
だ

　学
まなぶ

　TEL.0476（36）1541
【農薬のお問合せ】購買課　　　　　　TEL.0476（20）1971

べと病 菌核病 下葉・株元のカビ
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12月10日

園
芸
研
究
家
◉
成
松
次
郎

落
ち
葉
堆
肥
と
生
ご
み
堆
肥

あなたもチャレンジ !　　　　　　　家庭菜園

　

生
ご
み
の
90
％
以
上
は
水
分
で
、
残
り

の
大
部
分
が
有
機
物
で
す
。
乾
燥
さ
せ
て

水
分
を
飛
ば
す
だ
け
で
減
量
し
、
元
の
重

さ
も
５
分
の
１
以
下
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
堆
肥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ご
み
に

米
ぬ
か
や
油
か
す
な
ど
を
加
え
て
発
酵
さ

せ
た
物
が
生
ご
み
堆
肥
で
す
。

［
生
ご
み
堆
肥
の
作
り
方
］

　
（
１
）
釣
り
鐘
形
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

容
器
（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
名
称
で
販

売
）
や
ポ
リ
バ
ケ
ツ
（
ふ
た
付
き
）
の
底

を
切
り
取
っ
た
容
器
を
土
中
20
㎝
程
度
の

深
さ
ま
で
埋
め
る
。

　
（
２
）
水
を
切
っ
た
生
ご
み
を
投
入
し
、

同
量
の
乾
い
た
土
や
落
ち
葉
を
重
ね
て
入

れ
る
。
容
器
が
満
杯
に
な
る
ま
で
繰
り
返

す
。
悪
臭
や
虫
の
発
生
を
抑
え
、
ご
み
の

分
解
を
早
め
る
た
め
に
、
米
ぬ
か
を
ま
ぶ

し
て
お
く
と
良
い
。

　
（
３
）
満
杯
に
な
っ
た
後
、
１
ヵ
月

以
上
放
置
し
て
お
く
。
一
般
家
庭
で
は
、

２
０
０
Ｌ
程
度
の
容
器
を
２
個
使
い
、
１

個
目
が
満
杯
に
な
っ
た
ら
２
個
目
に
ご
み

の
投
入
を
始
め
れ
ば
、
ほ
ぼ
年
間
を
通
し

て
生
ご
み
の
処
理
と
堆
肥
づ
く
り
が
で
き

［
落
ち
葉
堆
肥
と
は
］

　

広
葉
樹
の
中
で
も
、
ケ
ヤ
キ
、
コ
ナ
ラ
、

ク
ヌ
ギ
な
ど
が
堆
肥
材
料
に
適
し
て
い
ま

す
。
落
ち
葉
堆
肥
と
は
、
落
ち
葉
に
米
ぬ

か
、
油
か
す
、
骨
粉
な
ど
の
有
機
質
肥
料

を
加
え
て
発
酵
さ
せ
た
物
で
、
肥
料
分
を

含
ん
だ
堆
肥
に
な
り
ま
す
。

［
落
ち
葉
堆
肥
の
作
り
方
］

　
（
１
）
壁
を
利
用
し
た
り
、
ベ
ニ
ヤ
板

で
コ
の
字
形
な
ど
の
囲
い
で
堆
積
場
を

作
っ
て
も
よ
い
。（
２
）
落
ち
葉
を
20
㎝

程
度
の
厚
さ
に
積
む
。
米
ぬ
か
や
油
か
す

な
ど（
落
ち
葉
の
重
さ
の
１
～
２
％
程
度
）

を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
積
み
重
ね
、
水
を

た
っ
ぷ
り
ま
い
て
踏
み
固
め
る
。（
３
）

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
１
ⅿ
く
ら
い
に
積
み

上
げ
る
。（
４
）
１
ヵ
月
に
１
回
程
度
切

り
返
し
、
落
ち
葉
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
崩
れ
て

き
た
ら（
１
年
程
度
）完
成
で
す
。（
図
１
）

［
生
ご
み
堆
肥
と
は
］

　

有
機
物
で
あ
る
生
ご
み
を
微
生
物
の
働

き
で
堆
肥
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
ご
み
の
減
量
に
役
立
つ
だ

け
で
な
く
、
地
力
を
高
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

図1　落ち葉堆肥の作り方

図2　生ごみ堆肥の作り方

ブルーシート
落ち葉

米ぬかなど

乾いた土

生ゴミ

る
（
図
２
）。

　

な
お
、
生
ご
み
堆
肥
は
窒
素
を
５
％
程

度
含
み
、
肥
料
効
果
が
高
い
た
め
、
生
ご

み
堆
肥
だ
け
で
栽
培
す
る
と
き
は
、
１
㎡

当
た
り
３
～
４
㎏
に
し
ま
す
。
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人
（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

レンコン餅、栗と
きのこのあん掛け

若鶏とマイタケの
カレーフリット

材料（2人分）

材料（2人分）

作り方

作り方

（１）�レンコンを粗めにすりおろし、片栗粉と混ぜ合わせ耳たぶほど
の硬さにし一口大に丸め、180度のサラダ油できつね色になるま
で揚げる。

（２）�鍋にあん掛けの材料と食べやすい大きさにカットしたシイタケ、
マッシュルームを入れ火にかけ、火が通ったら水溶き片栗粉を
回し入れあんを作る。

（３）�器に（１）と栗を盛り付け、（２）を上から回し掛け、おろしショ
ウガをのせ、ミツバを散らして出来上がり。

（１）�鶏もも肉は細く切り、ボールに入れ混ぜ合わせた漬け地（Ａ）
に10分漬ける。マイタケは一口大にばらしておく。

（２）�フリット衣の材料（Ｂ）を混ぜ合わせ、（１）を入れて衣をまぶし、
180度の油できつね色に揚げ軽く塩を振る。

（３）�器に（２）を盛り付け、合わせたポン酢だれ（Ｃ）を回し掛け、
お好みのハーブ（材料外）を飾って出来上がり。

レンコン� 300ｇ
片栗粉� 大さじ２
栗（蒸した物）� ６個
シイタケ� ２個
マッシュルーム� ２個
ミツバ� 適宜
おろしショウガ� 小さじ１
サラダ油� 適宜

鶏もも肉� １／２枚
マイタケ� 50ｇ
サラダ油� 適宜
塩� 適宜

〈あん掛け〉
かつおだし� 3/4カップ
みりん� 大さじ１と1/2
薄口しょうゆ� 大さじ１と1/2
水溶き片栗粉� 大さじ１

（Ａ）鶏肉の漬け地
料理酒� 大さじ１
みりん� 大さじ１
おろしショウガ� 小さじ１
おろしニンニク� 小さじ１
カレー粉� 小さじ１
（Ｂ）フリット衣
小麦粉� 100ｇ
ビール� 120ｇ
（Ｃ）ポン酢だれ
ポン酢� 大さじ２
オリーブ油� 大さじ２
ダイコンおろし� 大さじ１
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令和２年 令和３年
日付　

　部署
1２月２8日

㈪
1２月２9日

㈫
1２月３0日

㈬
1２月３1日

㈭
1月1日

㈮
1月２日

㈯
1月３日

㈰
1月４日

㈪
1月５日

㈫
1月６日

㈬
1月７日

㈭

本　
　
　
所

金融渉外課 休　業

金　融　課 休　業

共　済　課 休　業

共済普及課 休　業

生　活　課 休　業

監　査　課 休　業

経　理　課 休　業

総　務　課 休　業

支　　　所 休　業

Ａ
Ｔ
Ｍ

各支所・宝田・豊住

経
済
セ
ン
タ
ー

購　買　課 休　業

営農指導課 休　業

農業機械事業所 休　業

産　
直

農産物直売所
(宝田) 休　業

農産物直売所
(酒々井) 休　業

園
芸
セ
ン
タ
ー

園  芸  課 休　業

加工販売課
（加工）

加工販売課
（特需） 休業 当番者出勤

燃　
料

燃料
（酒々井スタンド）

７：00～
18：00 休業 9：00～

1７：00
9：00～
1７：00

燃料（LPG） 休　業

ケアセンター 休　業

休業時緊急連絡先
◦自動車事故、車のトラブル：01２0－２５8－9３1（JA共済事故受付 フリーダイヤル）
◦葬儀の相談等：01２0－５8－098３（JA葬祭 フリーダイヤル）
◦ＬＰＧなどの緊急対応：01２0－18－２５７1（JA安心センター フリーダイヤル）
◦キャッシュカードの紛失等：0４３－２0２－11７1（JAバンク千葉カード紛失・盗難受付センター）

年末年始の営業のご案内
令和２年年末から令和３年年始にかけてのJA成田市各部署の営業は下記の通りになります。

ご確認の上、ご利用の程宜しくお願い致します。

※提携先ATMについては、ご利用いただけない場合がございます。
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【日　　程】12月24日㈭
【場　　所】本所１階生活課
　　　　　 （JAくらしの相談センター）
【税務相談】午前10時~（30分毎)
【法律相談】午前10時~12時まで（30分毎)
※各種相談は必ず事前予約をお願いします。
【お申込み】
生活課　TEL.�0476（22)6716

今月の無料『税務・法律』相談
　

【職員人事異動（11月１日付）】

職員人事異動

氏 名 新 任 旧 任

青柳 真里 共済部
共済課 遠山支所

〜JAからのお知らせ〜

農産物直売所  年末イベント情報

宝田農産物直売所 酒々井農産物等直売所
【開催日】12月16日㈬、17日㈭ 【開催日】12月8日㈫、9日㈬

　１,000円以上お買い上げのお客様
両日、先着50名様にショッピングカゴを
プレゼント

・しめ縄、玄関飾りなど
ヤマザキ 工場直送 12月10日㈭締切り
※�ご予約のお客様に保冷バッグ、シャン
メリープレゼント

地元農家さんのつきたて餅12月25日㈮締め切り地元農家さんのつきたて餅12月25日㈮締め切り

　１,000円以上お買い上げのお客様
両日、先着75名様にショッピングカゴを
プレゼント

宝田農産物直売所　TEL.0476（24）8611 酒々井農産物等直売所 TEL.043（496）1000

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、例年通りのイベントが開催できないこと
をご容赦ください。

お正月飾り販売中
クリスマスケーキ予約受付中

正月用のし餅予約受付中
正月用のし餅、鏡餅、年越しそば

予約受付中

　

重要!!  種馬鈴薯についてのお知らせ
　種馬鈴薯の取扱いにつきまして、ご注文いただきました数量の確保が困難という情
報が全国農業協同組合連合会千葉県本部から入りました。数量確保に向けて全力で取
組んでいるところですが、品種によってはご注文いただいた数量に対して按分をして
お渡しすることが考えられます。
　ご注文を頂きました生産者様には、後日数量が確定した時点でご連絡をさせて頂き
ます。
　大変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解とご協力の程宜しくお願い致します。

【お問合せ】　購買課　TEL.0４７６（２0)１９７１
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①はたきやモップで取り除
きます

③――ボクシングはムエタ
イを参考にして作られま
した

⑥アルファベットの３番目
⑦素材の色が生きるように、

――しょうゆを使ってお
煮しめを作った

⑧時刻を知りたいときに見
ます

⑩伊勢、車、牡丹（ボタン）
から連想される魚介類と
いえば

⑫三十一文字（みそひとも
じ）とも呼ばれます

⑭大きな石のこと
⑯茶室に敷かれている物
⑱初心者を表す片仮名言葉
⑳――に交われば赤くなる
�神社を示す地図記号はこ

の形
�カメラや双眼鏡にはめら

れています

①クリスマスツリーのてっ
ぺんに飾ります

②冬に着る厚手の上着
③魚偏に喜と書く魚
④受験生はこの前に座って

いることが多そう
⑤――がカサカサ。リップ

クリームを塗らなくちゃ
⑦夏がサマーなら冬は
⑨１億は９――の数字です
⑪松任谷由実のヒット曲
「――がサンタクロース」

⑬凝りやすい体の部位
⑮ダイコンを――にしてお

でんに入れた
⑰カタカタと布を縫う機械
⑲外（がい）の反対語
�冬至の日に浴槽に浮かべ

ます

➡タテのカギ ➡ヨコのカギ
CROSSWORD-PUZZLE

〜クロスワードパズル〜
二重マスの文字をならべるとある言葉になります。

各コーナーのご応募の宛
先・宛名は…
〒２8６－001３ 成田市美郷台三
丁目16番地6、成田市農業
協同組合広報みのり係まで
官製はがきにてご応募くだ
さい。
12月15日消印有効。

クロスワードの応募の方は…
①郵便番号、住所　②電話
番号　③氏名　④答え
　抽選で１０名の方に「クオ
カード（１，０００円分）」をプレ
ゼント。

【今月のヒント】
鍋に欠かせない素材の一つ

【先月号の答え】
ワイングラス 〔

先
月
の
当
選
者
〕（
敬
称
略
）

成田市飯仲	 村　島　庄　次
成田市八代	 蕨　　　由美子
成田市幡谷	 平　田　百　花
成田市三里塚御料	 鈴　木　　　明
成田市郷部	 片　山　利　子
成田市野毛平	 木　川　な　か
成田市宝田	 飯　田　弘　樹
成田市北羽鳥	 荻　原　なを子
成田市大清水	 木　村　直　人
酒々井町中川	 青　木　千　春

　

　

農業者年金で老後を安心に!!

成田警察署より

①60歳未満の方　②国民年金の第１号被保険者（保険料免除者を除く）の方　③年間60日以上農
業に従事している方　以上の３つの条件を満たせば、どなたでも農業者年金に加入できます。
【農業者年金のメリット】
　・少子高齢化時代に強い積立式・確定拠出年金です。
　・終身年金です。（80歳前に亡くなられた場合は、死亡一時金が有）
　・税制上のメリットがあります。（支払った保険料は全額社会保険料控除）
【お問い合わせ先】JA成田市金融課　　　　　　TEL.0４７６（２２)６７１5
　　　　　　　　 成田市農業委員会事務局　　TEL.0４７６（２0)１5７3
　　　　　　　　 酒々井町農業委員会事務局　TEL.0４3（４９６)１１７１

～電話de詐欺は電話de対策～
★�自宅の電話機は在宅中でも常時留守番電話にする＝犯人と直接話さない（犯人は自分の声を録音されること
を嫌います）
★迷惑電話対策機能付き電話機を利用する（様々な機能がありますので、被害リスクを低くします）
★ナンバーディスプレイで相手を確認
○カードを預ります　○携帯番号が変わった　○ＡＴＭに行ってください　・・・は詐欺です！！

12月10日から16日までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。
北朝鮮人権侵害問題啓発週間とは
　平成18年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」が施行され、毎年
12月10日から16日までの１週間を「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とすることとされました。
　拉致問題を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題は、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされていま
す。解決のためには、この問題についての関心と認識を深めていくことが大切です。
〈この件の連絡先〉　成田警察署　0476-27-0110（代表）　県警HP https:/www.police.pref.chiba.jp/
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※読者の皆様からいただいた内容は原稿をそのまま使用しております。

の
う
き
ょ
う
柳
壇
令
和
２
年
11
月
15
日
現
在
の
作
品
（
敬
称
略
）

芋
掘
り
や
土
の
匂
い
は
暖
か
き

�

成
田
市
長
田　
　

平
岡　

美
智
子

秋
深
し
落
花
生
の
実
も
ぎ
と
り
し

　

雨
の
音
聞
き
ハ
ウ
ス
の
中
で

�

酒
々
井
町
上
岩
橋　

福
田　

敏
子

冬
間
近
黄
色
に
な
っ
た
ゆ
ず
の
実
が

　

こ
た
つ
に
入
り
食
べ
頃
季
節

�

成
田
市
飯
田
町　
　

伊
能　

芳
雄

路
地
通
り
古
き
駄
菓
子
や
長
火
鉢

�

成
田
市
飯
仲　
　
　

村
島　

庄
次

印
旛
沼
朝
日
を
あ
び
て
い
わ
し
ぐ
も

�

成
田
市
並
木
町　
　

山
﨑　

敏
雄

大
銀
杏
ご
神
木
と
し
四
方
伸
ぶ

�

酒
々
井
町
飯
積　
　

梅
澤　

波
葉

木
の
実
拾
ひ
の
子
の
背
ナ
に
木
の
実
降
る

�

酒
々
井
町
本
佐
倉　
　

榎　

利
美

う
ま
い
米
手
塩
に
か
け
て
賞
を
と
る

�

成
田
市
宝
田　
　
　

吉
田　

和
子

七
五
三
宮
司
の
声
も
お
ご
そ
か
に

　

親
子
で
参
加
香
取
神
社

�

成
田
市
幡
谷　
　
　

檜
垣　

壽
夫

ま
た
ひ
と
り
友
の
訃
報
や
秋
ふ
か
む

�

成
田
市
宝
田　
　
　

山
田　

寿
恵

亡
骸
を
引
き
ず
る
蟻
の
冬
ご
も
り

�

成
田
市
小
菅　
　
　

平
山　

み
ち

読
者
の
お
た
よ
り

　
立
冬
の
声
を
聞
き
庭
先
の
花
木
も
淋
し
く
、
自
分

の
姿
を
垣
間
み
る
よ
う
で
、
お
ち
込
ん
で
も
い
ら
れ

ず
夏
の
盛
り
に
眞
赤
な
花
を
み
せ
た
芙
蓉
も
親
株

が
20
年
近
く
な
る
と
、
自
然
に
根
あ
が
り
と
云
う

か
、
周
り
に
５
株
ほ
ど
力
強
く
育
っ
て
い
る
の
を
み

て
、
霜
よ
け
肥
料
を
少
し
ま
い
た
り
、
み
や
こ
わ
す

れ
を
株
分
け
、
来
年
の
花
を
た
の
し
み
に
体
を
動
か

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
脇
に
山
な
で
し
こ
（
ピ
ン
ク
）
を
夏
に
切
り

戻
し
て
新
芽
に
可
愛
い
花
を
咲
か
せ
て
、
心
な
ご
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
に
家
の
周

り
で
た
の
し
ん
で
お
り
ま
す
。
近
所
の
元
気
印
の
お

友
達
と
話
す
の
が
楽
し
み
。

�
成
田
市
野
毛
平　
　

木
川　

な
か

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
ヵ
月
を
切
っ
た
訳
で
す
が
、

私
に
と
っ
て
今
ま
で
に
経
験
し
た
事
が
無
い
つ
ら
い

一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
２
度
緊
急
搬
送
さ

れ
入
院
し
た
か
ら
で
す
。
健
康
の
有
り
難
さ
を
、
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
退
院
し
て
も
多
少
の
不
安
は
あ

り
ま
す
が
、
私
を
助
け
て
下
さ
っ
た
救
急
隊
員
、
病

院
の
先
生
方
及
び
看
護
師
の
皆
様
、
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
２
０
２
１
年
が
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
、
全
て
の
方
々

が
良
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
事
を
祈
っ
て
い
ま
す
!!
感

謝
感
謝
。

�

成
田
市
三
里
塚
御
料　

鈴
木　

明

　
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
い
て
あ
っ
た
催
物
予
定
の
行
事

が
全
部
×
印
で
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
最
近

「
１
０
０
才
体
操
」
が
始
ま
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
早
く
元
の
社
会
に
戻
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

�

成
田
市
郷
部　
　
　

片
山　

利
子

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
遠
出
す
る
気
分
に
な
れ
な
か
っ

た
が
、
友
達
に
誘
わ
れ
、
長
野
の
蓼
科
に
１
泊
旅
行

に
出
か
け
た
。
紅
葉
も
ち
ょ
う
ど
見
頃
だ
っ
た
。
夕

食
は
地
元
の
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
に
寄
り
、
お
い
し
い

ス
テ
ー
キ
と
ワ
イ
ン
を
い
た
だ
い
た
。

　
ボ
ジ
ョ
レ
ー
・
ヌ
ー
ボ
の
解
禁
も
間
近
と
な
り
、

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
片
手
に
友
と
コ
ロ
ナ
の
早
い
収
束

を
願
っ
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
外
出
だ
っ
た
が
、
行
く
先
々
で
コ
ロ

ナ
対
策
は
し
っ
か
り
で
き
て
い
た
。

�

成
田
市
関
戸　
　
　

澤
田　

安
男

「
あ
っ
、
セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
だ
！
」

　
広
報
み
の
り
11
月
号
の
『
花
と
遊
ぶ
』
に
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
花
は
、
今
我
が
家
の
玄
関
に
一
番
近
い
花
だ

ん
の
特
等
席
に
満
開
に
咲
い
て
い
ま
す
。
紅
紫
色
が

２
本
、
ピ
ン
ク
が
２
本
で
す
。
こ
れ
は
昨
年
の
春
、

Ｊ
Ａ
宝
田
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
と
き
に
、
ガ
ラ

ポ
ン
く
じ
で
二
本
の
小
さ
な
セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
の
苗
が

当
た
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
ひ
と
ま
わ
り
大
き
な
鉢
に

植
え
か
え
る
と
２
色
で
咲
き
、玄
関
を
み
ご
と
に
彩
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
咲
き
終
わ
っ
て
白
く
な
っ
た
の
で
、

多
分
種
が
あ
る
と
思
い
、
す
べ
て
と
り
保
存
し
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
の
春
、
花
だ
ん
に
全
部
細
か
く
し

な
が
ら
、
百
日
草
と
同
じ
日
に
ま
き
ま
し
た
。
さ
ぞ

た
く
さ
ん
の
芽
が
出
る
か
と
思
い
き
や
、
何
と
４
本

し
か
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
満
開
の
千
日
紅
は

と
な
り
の
百
日
草
と
寿
命
を
競
っ
て
い
ま
す
。『
花
と

遊
ぶ
』
で
〔
切
り
花
も
Ｏ
Ｋ
〕
と
知
り
、
さ
っ
そ
く

食
卓
の
１
輪
ざ
し
に
。
か
わ
い
い
坊
主
頭
た
ち
を
見

て
い
る
と
、
お
か
ず
が
一
品
増
え
た
感
じ
で
ル
ン
ル

ン
で
食
事
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、〔
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

も
Ｏ
Ｋ
〕
と
知
り
、
葉
を
て
い
ね
い
に
取
り
の
ぞ
い

て
か
ら
、
二
色
の
花
を
赤
い
リ
ボ
ン
で
束
ね
て
、
窓

辺
に
逆
さ
づ
り
に
し
ま
し
た
。
は
た
し
て
こ
の
ま
ま

美
し
い
色
で
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

�

成
田
市
南
羽
鳥　

大
貫　

芙
久
美

　
今
年
は
な
ぜ
か
や
る
気
で
た
！
白
才
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
キ
ヌ
サ
ヤ
、
春
菊
な
ど
八
種
類
植

え
、
冬
か
ら
春
に
向
け
て
の
家
庭
菜
園
は
賑
や
か
だ
。

土
と
遊
ぶ
は
元
気
の
源
、
寒
く
て
外
に
出
ら
れ
な
い

日
は
、
大
き
く
な
る
野
菜
達
を
想
像
し
て
さ
さ
や
か

な
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�
成
田
市
久
米　
　

佐
々
木　

和
子

新
米
に
身
体
ぬ
く
も
る
し
ょ
う
が
煮

　

か
ら
ま
せ
食
し
食
欲
そ
そ
る

　
先
日
、
義
姉
さ
ん
が
新
し
ょ
う
が
を
煮
た
か
ら
と

早
々
に
野
菜
等
も
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
取
り
た
て

の
し
ょ
う
が
を
薄
く
輪
切
り
に
し
て
、
小
女
子
、
け

ず
り
ぶ
し
を
か
ら
ま
せ
佃
煮
風
に
・
・
。
自
身
も
旬

に
な
る
と
産
直
に
て
購
入
し
、
つ
く
っ
た
こ
と
が
何

度
も
あ
る
の
で
手
間
が
か
か
る
の
は
納
得
・
・
。
し
ょ

う
が
の
辛
味
が
残
っ
て
お
り
味
付
け
も
よ
く
、
美
味

で
あ
と
ひ
き
、
味
わ
い
な
が
ら
食
欲
も
そ
そ
る
。
数

日
間
つ
づ
け
毎
朝
は
か
る
。（
コ
ロ
ナ
発
生
時
よ
り
）

低
体
温
も
免
疫
力
ア
ッ
プ
と
な
り
、
平
熱
も
上
昇
。

や
は
り
し
ょ
う
が
は
日
々
食
す
る
こ
と
で
風
邪
予
防

に
も
な
る
し
、
体
温
ア
ッ
プ
で
効
果
大

義
姉
様
に

感
謝
で
す
！ 

成
田
市
新
妻　
　
　

石
橋　

直
子

　
今
年
は
台
風
も
な
く
、
皇
帝
ダ
リ
ア
が
高
さ
六
、七

メ
ー
ト
ル
に
も
育
ち
、
こ
の
ま
ま
霜
が
降
り
な
い
で

咲
い
て
く
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
霜
が
降
り
る

と
一
晩
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
夕
顔
は
一
晩
で

十
六
個
位
咲
い
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

�

成
田
市
北
羽
鳥　
　

加
藤　

君
江

　
み
の
り
十
一
月
号
を
頂
い
て
手
に
し
た
時
、
裏
表

紙
の
千
日
紅
の
写
真
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
淡
い
み

ど
り
の
中
に
千
日
紅
が
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
撮
ら
れ
た

写
真
の
中
で
踊
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
幻
想
的
に

撮
ら
れ
た
千
日
紅
の
本
当
の
花
は
小
さ
な
小
さ
な
白

い
可
愛
ら
し
い
輪
に
な
っ
て
、
頭
の
上
に
咲
い
て
い

る
こ
れ
が
花
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ま
る
で
か
ん
ざ
し

の
様
で
す
。

　

今
ま
で
花
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
は
苞
で

あ
っ
て
、
花
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
す
。
来
年
に
は
必

ず
肉
眼
で
本
当
の
花
を
見
よ
う
と
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
安
達
さ
ん
の
写
真
と
文
章
に
出
逢

は
な
け
れ
ば
一
生
知
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
毎

月
の
遠
山
野
草
園
の
四
季
は
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
写
真
と
文
章
に
感
動
し
た
り
勉
強
さ
せ
て

頂
い
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

�

成
田
市
中
台　
　
　

松
田　

光
子

　
も
う
す
ぐ
15
歳
に
な
る
雄
ネ
コ
の
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
。

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
元
気
に
し
て
い
た
の
に
、
急
に
食

欲
な
く
な
り
、
い
つ
も
と
様
子
も
ち
が
っ
て
元
気
が

な
く
な
っ
た
。
病
院
に
つ
れ
て
い
っ
て
検
査
し
て
も

ら
っ
た
“
や
は
り
”
腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
い
た
。
ミ

ミ
ち
ゃ
ん
の
上
に
雌
ネ
コ
が
い
た
が
、
や
っ
ぱ
り
腎

臓
が
悪
く
て
天
国
に
い
っ
た
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
し

悲
し
か
っ
た
け
れ
ど
仕
方
が
な
い
と
お
も
う
よ
う
に

し
た
。
今
は
毎
日
病
院
通
い
。
注
射
に
点
滴
、
少
し

で
も
良
く
な
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
目
も
あ
か
な
い

の
に
山
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
。
う
ち
に

拾
わ
れ
て
来
て
幸
せ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
「
拾
わ
れ

て
、
幸
せ
だ
っ
た
よ
！
」
と
思
っ
て
く
れ
る
様
に
も

う
少
し
病
院
通
い
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

�

成
田
市
南
羽
鳥　
　

鈴
木　

春
江

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
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【議決事項】
①大口貸出先条件変更について
②不良債権処理状況及び処理方針について

【報告事項】
①「アグリアシスト資金」の取扱いについて
②�令和３年度春肥料・農薬推進方策並びに担い手、
大口需要対策について

他　報告事項11点 ※�出資金名義、組合員資格等の変更がある場合は、
　各支所へご連絡ください。

理事会だより　～ 10月定例理事会～
３，２６６人
４，２５０人

１０億８１９４万円
９４４億３０２７万円
２４７億２７０４万円
２８６５億６２７０万円

１０億８９０９万円
１５億６７３１万円

■正組合員数
■准組合員数
■出資金
■貯金残高
■貸出金残高
■長期共済保有高
■購買品供給高
■販売品取扱高

（９月末現在）

JA葬祭より

JA虹の友
会 員 募 集 中

入会金
3,000円のみ

入会金以外の費用は
一切かかりません。

もしもの時…
まずはお電話下さい

JA成田市 生活課
☎0476-23-0091
任せて安心 JA葬祭

《年中無休 24時間受付》
A0120-58-0983

◆病院から御安置先へのご遺体搬送
◆虹のホール、八富成田斎場、
　さくら斎場、ご自宅、寺院、
　での葬儀のお手伝い
◆生花、盛籠、ギフト等のご注文
◆事前相談・無料お見積り

～真心こめてお手伝い致します～

会員特典のご案内
　◦設営費３万円割引
　◦供物の割引
　◦新盆棚の割引
その他特典ございます

公益財団法人成田市農業センター公益財団法人成田市農業センター

※お申込みお問合せは(公財)成田市農業センター(下記)まで

　担い手への農地集積・集約化や耕作放棄地の解消を図るため、農地
所有者と農業 経営者の間に立ち、農地の中間的な受け皿となる「農
地中間管理機構」が農地の集 約化、経営規模の拡大、新規参入を進
めている取組み(農地中間管理事業)です。 
　千葉県では「公益社団法人 千葉県園芸協会」(以下、機構) が農地
中間管理機構 の指定を受け、業務の一部を市町村と連携し、旧成田
市内の農地については当農業セン ターが窓口業務を行っています。

　以下のような場合は、機構が借受けする対象農用地から除きます。
①農業振興地域の区域外(市街化区域等)の農地。
② 農用地の所有者が共有名義になっていて、同意書が添付されていな

い場合。
③ 仮登記又は抵当権の設定等がある場合など、安定した貸付に支障が

生じる可能性があるもの。
④再生不能な遊休農地など、利用することが著しく困難な場合。
⑤借受け希望の状況等から、貸付ける可能性が著しく低い場合。

①農地を借り受けます(農地中間管理権)。
②必要な場合は、基盤整備等の条件整備を実施します。
③ 担い手がまとまりのある形で、農地を利用できるように配慮して貸

付けます。
④ 機構が農地を借り受けてから貸付けるまでの間、農地として管理し

ます。

「農地中間管理事業」の取組み

窓　口　相　談

農地貸付への注意点

（公財）成田市農業センター
〒286-0844　成田市宝田912番地1

ＪＡ成田市経済センター2階
  TEL 22-6581　FAX 22-6580

      Eメール　  nougyoucenter@ar.wakwak.com
      URL   http://www.narita-nougyoucenter.jp/

　　※対象は合併前の成田市内になります。
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12

ア
カ
ジ
ソ

　
　
　
（
シ
ソ
科
）

〜
第
二
四
六
章
〜

　
「
あ
ー
い
い
匂
い
。
あ
ー
い
い
匂
い
」

和
風
ハ
ー
ブ
と
も
言
わ
れ
、
シ
ソ
の
淡
紅
紫
色
の
小

さ
な
花
は
、
プ
チ
プ
チ
し
て
愛
ら
し
い
で
す
。

　

和
名
紫
蘇
は
、
食
中
毒
で
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

た
少
年
が
紫
蘇
の
葉
で
蘇
っ
た
こ
と
か
ら
、「
蘇
る

草
」
が
命
名
の
由
来
で
す
。
紫
の
系
統
を
赤
ジ
ソ
、

緑
の
系
統
を
青
ジ
ソ
と
大
き
く
分
け
ま
す
。
ア
カ
ジ

ソ
は
薬
効
成
分
が
多
く
、
ア
オ
ジ
ソ
は
香
味
野
菜
と

し
て
栄
養
価
が
高
い
で
す
。
中
国
原
産
で
、
奈
良
、

平
安
時
代
に
渡
来
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
草
丈

50
㌢
位
、
茎
は
直
立
し
四
角
形
で
多
数
分
枝
し
て
繁

殖
し
て
い
ま
す
。
葉
は
対
生
、
淡
紅
紫
色
の
唇
形
の

小
さ
な
花
を
多
数
つ
け
る
一
年
草
で
す
。
葉
の
生
薬

名
は
「
紫し

蘇そ

葉よ
う
」
で
、
医
薬
品
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
て
、
殺
菌
、
防
腐
、
鎮
咳
、
食
欲
増
進
等
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。
種
子
を
乾
燥
し
て
「
紫し

蘇そ

子し

」
と
呼

び
、
去
痰
薬
、
便
秘
薬
等
に
薬
効
が
あ
り
ま
す
。

　

公
津
地
区
下
方
の
花
友
達
か
ら
、
８
月
に
ア
カ
ジ

ソ
着
色
の
梅
干
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
ダ
イ
コ
ン
の
ア
カ
ジ
ソ
漬
け
を
味
わ
い

ま
し
た
。
他
に
、
ア
カ
ジ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
や
ベ
ニ
シ
ョ

ウ
ガ
も
あ
り
ま
す
。
11
月
に
も
、
ア
カ
ジ
ソ
の
葉
の

「
ゆ
か
り
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
飯
に
振
り
か

け
た
り
、
お
む
す
び
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　
　

食
卓
に
紫
蘇
の
実
の
天
ぷ
ら
が

�

写
真
・
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
菅
）

※遠山野草園は個人宅ですので見学希望者は事前にご連絡下さい。

●
発　
行
／
成
田
市
農
業
協
同
組
合

　
〒
２
８
６
︱
０
０
１
３ 

千
葉
県
成
田
市
美
郷
台
三
︱一
六
︱
六

●
発
行
日
／
令
和
２
年
12
月
１
日

●
編　
集
／
広
報
み
の
り
編
集
委
員
会

●
印　
刷
／
株
式
会
社
ラ
イ
フ

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／http://w

w
w

.ja-narita.or.jp

●E-m
ail

／soum
u01@

ja-narita.or.jp

●
事
務
局
／
企
画
管
理
部　
総
務
課

●
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
４
７
６
（
２
２
）
６
７
１
１

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
４
７
６
（
２
２
）
６
７
１
８

総務課 0４７６（２２）６７11
経理課 0４７６（２２）６７３9
監査課 0４７６（２２）６80７
共済課 0４７６（２２）６７1３
共済普及課 0４７６（２２）６７1４
金融渉外課 0４７６（２２）６７9６
金融課 0４７６（２２）６７1５

加工販売課 0４７６（３６）1３４1
園芸課 0４７６（３６）1５４1
燃料事業所 0４３（４9６）２0３６
NACS酒々井 0４３（４9６）２0３６
宝田農産物直売所 0４７６（２４）8６11
酒々井農産物等直売所 0４３（４9６）1000
ケアセンター美郷 0４７６（２３）７７11

公津支所 0４７６（２６）91２1
久住支所 0４７６（３６）1101
遠山支所 0４７６（３５）0５11
中央支所 0４７６（２２）６７1２
酒々井支所 0４３（４9６）0２91
JAくらしの相談センター
生活課 0４７６（２２）６７1６
ローンセンター 0４７６（２４）２9２６

購買課 0４７６（２0）19７1
営農指導課 0４７６（２２）６７1７
農業機械事業所（宝　田）0４７６（２２）３81５
農業機械事業所（十余三）0４７６（３６）1５４６
農業機械事業所（酒々井）0４３（４9６）9６8７

生活課（葬儀受付） 0４７６（２３）0091
JA葬祭 A 01２0（５8）098３

（年中無休の24時間対応）(毎週土曜日10:00～15:00まで）


